
　（別紙４（２）） 事業所名    グループホーム画図こもれび

目標達成計画 作成日：　　　　　　平成31年3月1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1

2
3
4
29
35

地域の方に存在は知って頂いてはいるが、グ
ループホームの特性や認知症の方がいること、
何ができるのかはまだ知って頂いていないと思
われる。日頃の交流がまだまだ薄いので災害
時や緊急時の協力が得られないと考えられる。

グループホームの特性を知って頂き、気軽
に声をかけて頂く関係を作る。

・地域への散歩を継続し、挨拶と会話を繰り返すことで地
域住民と馴染みの関係づくりを目指す。
・地域の行事へ継続して参加するだけでなく、地域交流室
を利用した体操、料理、勉強会など地域の方と交流の機
会を作る。
・地域住民へ運営推進会議に積極的に参加して頂けるよ
う、新たなメンバーの参加を目指す。

12ヶ月

2 40

検食のシステムがなく、提供している食事の味付け
や固さ、大きさ、食べやすさなどを実感できていな
い。各々の思いで調理を行っているため、自分好み
の味付けや食材の切り方になっている可能性があ
る。また、今後増加が予想される軟菜食などの調理
知識が乏しく対応が困難になる可能性がある。

調理技術を高め、ご利用者目線に立った食
事作りを行うことができる。

・検食のシステムを作る。
・検食を行い、相互に献立や味付け、切り方などを助言し
あうことで、調理技術を高める。
・検食を行うことでご利用者の目線に立って介護を行う意
識を高める。
・軟菜やペーストの調理方法を学ぶ機会を持ち、ご利用
者ごとの好みに合わせた食事の提供を目指す。

6ヶ月

3
20
23

ご利用者の思いやこれまでの馴染み、習慣を
生活の中に取り入れようと努力しているが、馴
染みの場所に出かけたり、特に外出に関して個
別の希望が具体的に実現できていない。

ご利用者個別の生活歴や習慣を振り返り、
ご家族と協力して、個別の外出、取り組みを
行う。

・ご利用者の思い出の場所など、各担当介護
職員や計画作成担当者を中心に、本人の思い
を知り、ご家族の協力のもと外出を実施する。
・各担当職員を中心に、ご利用者の興味や趣
味の把握を深め、個別に行う活動を増やす。

12ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


